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個
別
計
画
と
福
祉
関
係
者

　

２
０
１
３
年
８
月
の
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指
針
」（
内
閣
府
）で
は
、

個
別
計
画
の
作
成
に
つ
い
て「
名
簿
情
報
に
基
づ
き
、

市
町
村
又
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
民
生
委
員
等
）が

中
心
と
な
っ
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
打
ち
合
わ

せ
、
具
体
的
な
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
個
別
計
画
を

策
定
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
取
り

組
み
で
は
、
重
要
な
支
援
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
欠
落
し
て

い
る
。
そ
れ
は
福
祉
関
係
者
だ
。

　

要
介
護
度
が
高
い
方
や
重
度
の
障
が
い
者
の
場
合

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た

り
、
相
談
支
援
専
門
員
が
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
計
画
に
基
づ
い
て
、
介
護
福
祉

士
や
ヘ
ル
パ
ー
が
在
宅
支
援
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

災
害
時
は
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
を
支

援
し
て
い
る
関
係
者
が
、
災
害
時
に
も
支
援
者
と
し

て
活
動
す
れ
ば
効
果
的
に
動
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

実
際
に
、
東
日
本
大
震
災
時
に
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
だ
っ
た
方
に
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

れ
ば
、
避
難
支
援
を
し
て
く
れ
た
方
は
次
の
方
々
で

あ
っ
た
。

　
・
第
1
位
　
85
人
　
家
族
・
同
居
者

　
・
第
2
位
　
60
人
　
近
所
の
人
、
友
人

　
・
第
3
位
　
53
人
　
福
祉
関
係
者

　
・
第
4
位
　
11
人
　
消
防
・
消
防
団

〔
内
閣
府
「
避
難
に
関
す
る
総
合
的
対
策
の
推
進
に
関

す
る
実
態
調
査
結
果
報
告
書
」（
東
日
本
大
震
災
時
、

３
１
５
人
、
複
数
回
答
あ
り
）２
０
１
３
年
〕

　

す
な
わ
ち
、
家
族
以
外
で
は
近
所
の
人
と
福
祉

関
係
者
が
重
要
な
支
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
だ
か
ら
、
福
祉
関
係
者
を
除
外
し
て
災
害
時

の
避
難
行
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
も
っ
た
い
な
い

の
だ
。

　

一
方
、
災
害
発
生
時
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

そ
ば
に
、
日
常
支
援
を
し
て
い
る
福
祉
関
係
者
が
い

な
い
場
合
は
ど
う
す
る
か
。
前
記
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
頼
り
は
近
隣
住
民
だ
。

　

そ
こ
で
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
安
全
な
避
難
を

考
え
る
と
き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
が
大
き

く
浮
上
す
る
。
例
え
ば
、
前
々
号
（
２
０
１
９
年
９

月
号
）で
紹
介
し
た
岩
手
県
大お
お
つ
ち
ち
ょ
う
あ
ん
ど

槌
町
安
渡
地
区
で
は
、

避
難
行
動
要
配
慮
者
の
家
族
や
近
所
の
方
は
、
日
常

の
避
難
準
備
の
訓
練
を
し
た
上
で
、
地
震
時
に
支
援

者
と
車
で
避
難
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
ル
ー
ル
に
し

て
い
る（
大
槌
町
地
域
防
災
計
画
で
は「
原
則
と
し
て

徒
歩
避
難
」と
さ
れ
て
い
る
）。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い 

避
難
と
避
難
生
活

　

災
害
時
の
避
難
に
お
い
て
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」た
め
に
は
、
当
事
者
、
福
祉
関
係
者
と
町
内
会
・

自
治
会
、
民
生
委
員
、
事
業
所
な
ど
地
域
の
関
係
者

に
よ
る
組
織
的
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
。
率
直
な
話

し
合
い
を
し
て
、
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
、
避
難
生

活
等
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
く
。
そ
の
ル
ー
ル
を
計

画
化
し
た
も
の
が
、
前
記
取
組
指
針
の
個
別
計
画
で

あ
る
。

地
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こ
の
個
別
計
画
を
完
成
さ
せ
て
、
地
区
の
避
難
行

動
要
支
援
者
の
安
全
な
避
難
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

地
区
防
災
計
画
の
中
核
を
な
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
現
在
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
個
別
支

援
計
画
で
は
、
災
害
時
は
全
く
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。
命
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
だ
。

　

例
え
ば
、
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
死

者
２
７
２
人
の
う
ち
２
２
２
人
が
災
害
関
連
死

（
２
０
１
９
年
10
月
11
日
熊
本
県
災
害
対
策
本
部
）で

あ
り
、
直
接
死
の
４
倍
以
上
に
上
る
。
そ
の
多
く
が

高
齢
者
だ
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
い
か
に
災
害
発

生
後
の
避
難
生
活
が
過
酷
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て

い
る
。

　

関
連
死
さ
れ
た
方
々
が
、
も
し
「
災
害
時
ケ
ア
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
早
期
に
福
祉
避
難
所
に
入
れ
て

い
た
な
ら
命
を
守
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
熊
本
の

現
場
で
支
援
活
動
を
し
て
い
て
痛
切
に
感
じ
た
こ

と
だ
。

防
災
と
福
祉
の
連
携
促
進
モ
デ
ル
事
業

　

現
在
、
最
も
注
目
し
て
い
る
先
進
事
例
が
兵
庫
県

の
「
防
災
と
福
祉
の
連
携
促
進
モ
デ
ル
事
業
」
だ
。

２
０
１
９
年
に
は
同
県
内
36
市
町
で
、
立
木
茂
雄
氏

（
同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
授
、
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
上
級
研
究
員
）
の
助
言
を
得
て
、
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会
と
連

携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
相
談

支
援
専
門
員
が
平
常
時
の
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

（
介
護
保
険
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）を
作
成
す
る
際

に
、
地
域
（
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
等
）
と
と
も

に
、
避
難
の
た
め
の
個
別
計
画
（
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
災
害
時
に
要
配

慮
者
の
心
身
状
況
等
を
熟
知
し
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
相
談
支
援
専
門
員
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
実
効
性
の
高
い
個
別
計
画
（
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
を
作
成
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
地
域
と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
福
祉
関
係
者
が
日
常
的
な
接

点
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
平
常
時
・
災
害
時
の
支
援

を
一
体
的
に
捉
え
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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出典：「熊本地震の発災 4か月以降の復旧・復興の取組に関する検証報告書」平成 30年 3月27日
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